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すべて SPF としております｡ イヌもコンベンシ
ョナルではありますが,動物福祉のこともあって
すべてビー デル犬に切 り替えております｡経費の
面では大きな負担となりますが,動物の質,取り
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扱い,実験データの信頼性については言うまでも
ありません.また,これらの動物は,一部の特殊
な系統を除いてはすべて動物生産専門業者より購
入し,自家生産はしておりません｡
飼育環境や管理については,第1動物実験施設,
第2動物実験施設は,充分に高いレベルで維持 ･
管理ができております｡ただ,第2動物実験施設
のイヌの管理もバリアーに準じて行っております
が,ビーグル犬のグレー ドを考えると再考の必要
もあるのではないかと思っております｡第3動物
実験施設はオープンシステムのため,ソフト面で
いろいろ工夫しております｡飼育密度を減らした
り,実験の期間を限定したり,連休中はできる限
り飼育室を空にし徹底した消毒を行う等,より慎
重を期しております｡施設のレベルアップ,動物
のグレー ドアップは世界的な趨勢であり,当然の
ことでもあります｡当施設も漸次改善し,動物の
グレー ドも向上してまいりました.
ところが,施設のレベル,収容する動物のグレ
ー ドを上げて行 くうちに,これまでも使用してき
たグレー ドの低い動物がだんだんと飼育できなく
なると言う相反する問題が出てまいりました｡特
に探索研究では様々な動特種,系統が要求されま
すが,すべてSPFで入手できるとは限りません｡
中にはSPF化できていないものもあります｡SPF
レベルで生産されていても定期的に検査されてい
ないものもあります｡また,SPFとしていても米
国のように日本の規格と若干異なるものもありま
す｡SPF化されていない動物や,一般的に言われ
ている病原体がコントロールされていない動物は
当然ではありますが,当施設ではすべて日本のSPF
グレー ドとは区別して取り扱っております.その
ために新しく第4動物実験施設を確保したわけで
す｡
SPFの定義は抽象的で,その規格も明確ではあ
りません｡最近ではクリー ン等の言葉もよく使わ
れ,言葉だけではその作出方法やコントロールさ
れている病原体を知ることができない状況にあり
ます｡それらの動物の取り扱いは,考え方や病原
体の重要度の認識によっても変わり,様々であろ
うと思われます｡当施設においても,その取り扱
いは変わることがあるかもしれませんが,いずれ
にしてもそれらの動物の作出方法,コントロール
されている病原体,その検査頻度等の内容を充分
に把握し,その位置付けを明確にした上で決める
べきであろうと考えております｡-ユーザーとし
ては,微生物学的なグレー ドの用語や定義,規格
がもっと明確にされ,統一されればと考えること
があります｡
一方,グレー ドの異なる動物を同時に維持 ･管
理しておりますと,施設が離れているとは言え,
施設間の汚染防止策も考えなければなりません｡
当室では施設の構造や設備,収容動物のグレー ド,
検疫結果等に基づいて,それぞれの施設をAから
Dまでの4段階にランク付けし,そのランクに従
って搬入できる動物のグレー ドを規制したり,施
設間の人や動物の移動を規制しております.第4
動物実験施設は,一番新しく稼働を始めたにもか
かわらず低いランクとなっております｡時代の流
れに逆行するようですが,このような施設もまだ
必要な現状であろうと思われます｡
今後もさらに種々の動物種 ･系統が要求され,
管理技術面でもさらに高度なものが求められるこ
とと思われます｡当室では,そのためにも通常の
業務についてはできる限り標準化し,システム化
していきたいと考えております｡施設のランク付
けや動物のグレー ド分けもその一環であります｡
コンピュータ化も一つの方策と考えております｡
その上で,高度化することへの対応を図っていき
たいと考えており,現在,飼育機器･器具の改良,
動物種 ･系統探索のデータベース作成,疾患モデ
ル動物の維持と基礎データの収集,新しい疾患モ
デル動物の検討,野生動物の実験動物化等に取り
組んでおります｡
